
第３学年３組 国語科学習指導案 
 

指導者 丸田 香織 
 
１．日時  平成 27 年 6 月 17 日（水） 13:40～14:25 
 
２．単元名 「題名『もうすぐ雨に』をおって、登場人物の気持ちの変化をとらえよう」 

～光村図書「もうすぐ雨に」～ 
 
３．単元目標  
○叙述を基に登場人物の行動や気持ち、気持ちの変化をとらえる。 
 
重点指導事項：「C 読むこと」 
ウ 場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙

述を基に想像して読む。 
 
言語活動： 物語を読み、「私」の読みを述べ合う。 
 
４．評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 

知識・理解・技能 
・場面の移り変わりとともに登場

人物の行動や気持ちが変化して

いることに興味をもって読もう

としている。 

・場面の移り変わりとともに登

場人物の行動や気持ちが変

化していることを理解して

読んでいる。（１）ウ 

・「言葉のたから箱」を参照し

たり友達の発言を聞いたり

して、感想を表す言葉を増や

している（１）イ（オ） 
 
５．単元について 
（１）児童の実態 

知的好奇心が高く、前向きに楽しみながら学習に取り組むことができる子どもたちである。読

書に親しんでいる子も多く、読み聞かせをすれば、物語の世界に入り込んで作品世界を楽しんで

いる。また、日常的に詩や俳句の音読にも取り組んでいる。情景を思い浮かべたり言葉の楽しさ

を味わったりしながら読み、繰り返し読むことで暗唱している子もいる。読むことは、子どもた

ちの生活の中に少なからず根付いているように思う。 
３年生になって初めて出会った物語は、「きつつきの商売」であった。「きつつきの商売」では、

二つの場面の様子や違いに着目しながら読み進め、きつつきの商売により、野うさぎや野ねずみ

の家族はどのような気持ちになったかを想像した。子どもたちは登場人物になりきって気持ちを

想像し、セリフを考えたり音読を通して表現したりしてきた。しかし、叙述を基に想像して読む

ことは難しいようで、考えを膨らませていたり話をしたりしている中で本文から離れてしまう様

子が見られた。登場人物の様子を、地の文や行動、会話などから間接的に捉えて読みを深めてい

くことが次なる課題であると言える。 

 



「言葉で遊ぼう」「こまを楽しむ」では、読んだ感想をまとめ、発表し合う学習をした。これ

まで、算数の計算問題等の答えが明確なものについては意欲的に発言するが、自分の考えを発表

したり説明したりすることについては、恥ずかしさを感じたり自信がもてなかったりし、発言す

る児童がやや固定化している現状があった。しかしながら、読んだ感想をまとめ、発表し合う場

面では、積極的に発言することが苦手な子も意欲的に感想を発表し、友達の感じ方や考え方に触

れることを楽しんでいる姿が見られた。そこで、国語の学習に限らず、日常的に自分の考えや感

想を伝え合う場面を設定し、多様な考え方に触れる機会を増やしている。徐々にではあるが、子

どもたちは一人一人の考え方に違いがあることに気付き始めている。こうした姿が、「読むこと」

の中でも見られるようになってほしい。物語を読んでいる中で他者の読みに出会うと、「そうい

う考え方もあるのか」と、自分にはなかった視点に気付くことがある。その気付きが、自己の読

みをより広げてくれる。仲間と共に学ぶと、一人で学習しているだけでは得られない新しい発見

が得られる。ここに、学び合う意味があると考えている。次なるステップとして、友達の考え方

を自分と関連付けて聞いたり、友達の考えを受けて再読したりできる力を育みたい。そして、一

人一人の感じ方や考え方を伝え合うことが「私達」の学びを深めることを感じてほしい。 
 

（２）単元設定の理由 
上記の実態から本単元では、叙述から想像を広げて読む力、友達の読みから自分の読みを広げ

ていく力を目指したい。 
本単元で扱う「もうすぐ雨に」は、ファンタスティックな世界を描いたお話であると共に、主

人公「ぼく」の動物に対する気持ちが変化していく成長物語でもある。一匹の小さな小さなかえ

るとの出会いから、動物の言葉がわかるようになる不思議な体験を通して、動物の気持ちがわか

らなかった「ぼく」から、動物の気持ちを考えられる「ぼく」へと変化していく。物語は、主人

公の独り言のような語り口で進んでいき、行動や会話に着目することで、動物に対する「ぼく」

の気持ちがとらえやすい教材である。 
また、子どもたちは、「ぼく」と一緒にこの不思議な出来事を体験することで、「ぼく」と同じ

ように動物の世界に目を向け、動物にも気持ちがあることに気付いていくだろう。題名にもなっ

ている「もうすぐ雨に」は、「ぼく」と動物たちの心の距離を近づけてくれるいわば魔法の言葉

でもある。「もうすぐ雨に」と話す動物たちの言葉を「ぼく」と共に意識して読み進めていくこ

とで、「ぼく」と同じように、動物たちの気持ちを想像することができる教材でもある。一人一

人が叙述から想像を広げ、動物たちの本当の気持ちを想像すると、そこには３０人いれば３０通

りの読みが生み出されるであろう。このことから、友達の読みに触れる中で多様な考え方や表現

の仕方に出会い、自分の読みをさらに広げていくことができるのではないかと考え、本単元を設

定した。 
 

（３）研究テーマとのかかわり  

日頃から子どもたちに伝えていることがある。それは、相手の話は目・耳・心で聴くというこ

とである。目は相手を見ること。耳はしっかり相手の話を聞き取ること。心は相手の思いや考え

心と心をつなぐ聞き手・話し手の育成を目指して 
～自分発見！友達発見！～ 

 



を受け止め、尊重することである。そして話す側は、自分の思いや考えを「同じです」で済ませ

るのではなく、自分の言葉で話すことが大切だと考えている。すなわち、「心と心をつなぐ聞き

手・話し手」とは、言葉と言葉のやりとりではなく、友達の思いや考えを受け止め（聞き手）、

自分の思いや考えを自分の言葉で伝える（話し手）ことであると考えている。そして、お互いが

お互いの思いや考えを理解しようとする姿勢が、自分発見！友達発見！につながっていくと考え

る。 
文学的な文章には、私たちに新しい出会いを与えてくれるという魅力がある。一つ目が、仲間

との出会いである。友達の考えを聞き、「○○さんはこうやって読んだんだ！」と友達の新しい

一面を発見することがあるだろう。また、似たような考え方でも表現の仕方が異なったり、自分

だけでは届かなかった読みをしていたりすることに気付き、「なるほど」「そうかもしれないな」

と考えることもあるだろう。二つ目に、自分との出会いがある。友達の読みに触れた後にもう一

度自分の読みを振り返ってみる。すると、一人で読んでいる時には気付かなかった新しい読みが

生まれていることに気付く。友達の読みに触れることで自分の読みが広がった時、新しい自分と

出会うことができる。こうした仲間との出会い、自分との出会いが、「自分発見！友達発見！」

が達成された姿であると考えた。 
本単元では、３０人で物語を読むことにより、多様な読みが表現されるだろう。誰の考えが素

晴らしいかではなく、一人一人が自分の読みを表現し、それに目、耳、心を傾けてお互いの読み

を理解し合う姿を目指したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習指導要領 解説 国語編」より抜粋  P61,62 
 
C 読むこと（第３学年及び第４学年） 
＜目標＞ 
目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を確認したりしながら読む能力を身

につけさせるとともに、幅広く読書しようとする態度を育てる。 
 
＜指導事項＞ 
ア 内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。 
イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を

考え、文章を読むこと。 
ウ 場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについ

て、叙述を基に想像して読むこと。 
エ 目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章などを引用し

たり要約したりすること。 
オ 文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに

気付くこと。 
カ 目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで読むこと。 
 
 
 
 
 
 

 



６．指導計画（７時間扱い） 

次 時 評価規準・ 

評価方法☆ 

主な学習活動 指導上の留意点 

一 １  

 

 

 

 

 

 

・物語に興味を

もって読み、

感想をもと

うとしてい

る。 

【関意態】 

☆発言・ノート 

 

 

○題名からお話を想像する。 

 

 

 

○教師の範読を聞く。 

○初発の感想を書く。 

 

 

 

 

○語句・新出漢字を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・おもしろかったことや不

思議だったこと、気に入

ったところなど、思った

ことを自由に書けるよう

にする。 

 

二 ２ ・場面の様子を

とらえ、情景

を想像しな

がら読んで

いる。 

【読】 

☆発言・ノート 

 

 

○登場人物、あらすじをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

○題名「もうすぐ雨に」の意味につい

て考える。 

 

 

 

○学習のめあてを確かめ、学習の見通

しをもつ。 

・お話の始まり、移り変わ

る場面の様子がしっかり

と想像できるように、お

さえていく。 

・ぼくと動物たちとの関わ

り合いがあるお話である

ことを確認する。 

・明確な答えを求めず、「も

うすぐ雨に」が、ぼくと

動物たちに関係している

ことを意識できるように

する。 

・「もうすぐ雨に」に着目し

ながら話を読んでいくこ

とを確認する。 

 ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「もうすぐ雨に」の言葉が出てくる

叙述を探し、線を引く。 

 

○「もうすぐ雨に」がだれの言葉なの

 

 

 

 

 

 

・かえる以外の動物たちが

「もうすぐ雨に」に注目して読もう 

「もうすぐ雨に」ってどんなお

話かな 

このお話の題名は、どうして「もう

すぐ雨に」なのかな 

もうすぐ雨って――（p70）と思っ

た時の、ぼくの気持ちを想像しよう 

お話のあらすじをつかもう 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ぼくと動物の

行動や会話

から、ぼくの

人物像を想

像して読ん

でいる。 

【読】 

☆発言・ノート 

かをとらえる。 

 

 

 

 

 

 

○もうすぐ雨って――と思ったぼくの

気持ちを想像する。 

 

 

 

 

・もうすぐ雨って、そんなはずがない

よ、と思っていると思っています。 

・空は晴れているから、信じられな 

・トラノスケは何を言っているんだろ

うと思っていると思います。 

 

○ぼくの人物像をとらえる。 

 

 

・動物の気持ちがあまりわかっていな

い子です。 

・動物の言葉を信じていない子です。 

・かえるをにがしてあげてやさしい子

だけど、気持ちはわかっていない子

です。 

みんな、「もうすぐ雨に」

と言っていることに気付

けるようにする。また、

ぼくが「もうすぐ雨」と

言ったのは、２回である

ことを確認する

（p70,p75）。 

・叙述から、想像できるよ

うにする。 

・動物たちが「もうすぐ雨

に」と言っているには理

由があることに目を向け

る。 

・トラノスケやからすに対

するぼくの行動や言葉に

目を向け、ぼくの動物に

対する見方をとらえられ

るようにする。 

 

・ぼくと動物たちとのやり

とりから、ぼくの人物像

を考えられるようにす

る。 

４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○トラノスケや動物たちに対するぼく

の気持ちを確認する。 

 

 

○つい口に出してしまった「もうすぐ

雨に――。」について考える。 

 

 

 

 

 

 

・前時を想起し、動物たち

の気持ちをわかっていな

いぼくの様子を確認す

る。 

・つい口に出してしまうと

はどういう事かを考え、

ぼくが「もうすぐ雨に」

という言葉を強く意識し

「もうすぐ雨に」って言っている

のはだれかな。 

トラノスケが「もうすぐ雨に」と言

ったのを聞いて、ぼくはどう思った

かな。 

つい口に出すってどんな感じかな 

「もうすぐ雨に――」（p75）とつい

口に出してしまった時の、ぼくの気

持ちを想像しよう 

ぼくはどんな子かな 

 



 

 

 

 

・ぼくの行動や

言葉からぼ

くの気持ち

を想像し、気

持ちが変化

しているこ

とを理解し

て読んでい

る。 

【読】 

☆発言・ノート 

・何かに夢中になってて、気付いたら

言ってしまう感じです。 

・集中していて、やめられない感じで

す。 

○「もうすぐ雨に――。」と言った時の、

ぼくの気持ちを想像する。 

 

 

 

 

・本当にふるのかなぁ。かさ、持って

きてないよと言っているので、雨が

降ることを真剣に考えるようになっ

ています。 

・トラノスケの時は信じていなかった

けど、出会った動物たち全員が「も

うすぐ雨に」と言うから、雨を信じ

るようになりました。 

ていることを、叙述から

とらえられるようにす

る。 

 

・もうすぐ雨って――と思

った時と比べ、変化をと

らえられるようにする。 

・たくさんの動物たちの声

を聞いてきたから、雨を

信じるようになったこと

に気付けるようにする。 

５  

 

 

・叙述から、ぼ

くの気持ち

が変化した

ことを理解

して読んで

いる。 

【読】 

☆発言・ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の発言を

聞いて、自分

 

 

 

○ぼくの変化について考え、変化がわ

かる叙述を探す。 

 

 

・雨が降り始めると、雨を喜んでいる

小さなかえるたちを心に思い浮かべ

るようになっています。 

・口をきかなくても、トラノスケがな

んて言いたかったのか、わかるよう

になりました。 

 

○ぼくが想像した言葉を考え、交流す

る。 

 

 

 
 
○友達の考えを聞いて、読みを広げる。 

 

 

 

・前時を想起し、ぼくが「も

うすぐ雨に」という言葉

を信じるようになったこ

とを確認する。 

・叙述を根拠に、動物の気

持ちがわからなかったぼ

くから、わかるぼくへ変

化していることをとらえ

られるようにする。 

 

 

・なかなか想像できない子

には、トラノスケとぼく

のやりとりが書かれてい

る文章を一緒に読み、そ

こから想像してみるよう

に声をかける。 

・「同じ」「違う」にとどま

らず、びっくりしたこと、

この「もうすぐ雨に――。」は、前

のもうすぐ雨って――の気持ちと

同じかな。 

ぼくは、さいしょのぼくと同じかな 

トラノスケはなんて言いたいのか想

像しよう 

トラノスケはなんて言いたいのか

な 

 



の考えを表

現する言葉

を増やして

いる。 

【言】 

☆発言・ノート 

なるほどと思ったこと、

自分とはちがうけどいい

なぁと思ったことなど、

視点をはっきりさせて書

けるようにする。 

６ 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場面の様子や

かえるの行

動、ぼくの気

持ちの変化

から、かえる

の気持ちを

想像して読

んでいる。 

【読】 

☆発言・ノート 

 

 

 

 

 

・友達の発言を

聞いて、自分

の考えを表

現する言葉

を増やして

いる。 

○ぼくの変化を確認する。 
 
 
 
・動物の気持ちがわからなかったけど、

最後にはわかるようになりました。 
・たくさんの動物たちの「もうすぐ雨

に」を聞いて、動物たちの言葉を信

じるようになりました。 
 
○本時の学習のめあてを知る。 
 
 
○かえるが言いたかった言葉を想像

し、交流する。 

 

 
 
・動物たちみんなが「もうすぐ雨に」

と言っていたので、「もうすぐ雨にな

るよ」と伝えたかったのだと思いま

す。 
・「雨がふるよ、うれしいな。」と言い

たかったのだと思います。 
・まどが開いても逃げなかったから、

「ありがとう」とお礼が言いたかっ

たのだと思います。 
 
○友達の考えを聞いて、読みを広げる。 
・「ありがとう。」だと思ったけれど、

もうすぐ雨になるうれしさを伝えた

かったという考えになるほどと思い

ました。 
・ぼくに嬉しい気持ちを伝えたいとい

・前時までの学習を振り返

り、ぼくの動物に対する

気持ちが変化したことを

確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・みんなで読みを広げてい

くことを伝え、意欲を持

って想像したり伝え合っ

たりできるように声をか

ける。 
・叙述を基に想像できると

よいことを伝える。 
・聞く視点を示し、友達の

考えに興味を持って聞け

るようにする。 
 
 
 
 
 
・「同じ」「違う」にとどま

らず、びっくりしたこと、

なるほどと思ったこと、

自分とはちがうけどいい

なぁと思ったことなど、

視点をはっきりさせて書

かえるは、なんて言いたかったのかな 

かえるが言いたかったことを想像しよう 

不思議な出来事に出会って、ぼく

はどう変化したかな 

 



【言】 

☆発言・ノート 

う所は同じだったけど、セリフが違

い、いろいろな言い方があるんだな

ぁと思いました。 

けるようにする。 

三 ７ ・紹介された本

に興味をも

ち、読書しよ

うとしてい

る。 
【関意態】 

☆発言・行動 

 

 

○全文を読み返す。 

○物語の題名が「もうすぐ雨に」であ

る理由を考え、交流する。 

 

 

 

○不思議な出来事が起こる本を紹介す

る。 

・このお話の題名が「もう

すぐ雨に」であることを

想像し、余韻をもってお

わる。 

 

 

 

 

・教室に本を用意し、手に

とって読める環境にす

る。 

 

題名について考えよう 

この物語の題名は、なぜ「もうすぐ

雨に」なのかな 

 


